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～圧縮と解凍～
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目標：（この課題でできるようにしたい情報機器の操作目標を書きなさい。）
	大きなサイズのファイルや、多くのファイルをまとめたものを、小さなファイルに作り直すことを圧縮という。逆に、圧縮されたファイルから、元のファイルを作り出すことを解凍という。ファイルの圧縮はなぜ必要なのか。ここでは実際にそれを体験してみよう。


はじめに
圧縮には大きく分けて、可逆圧縮と非可逆圧縮があります。可逆圧縮は後で解凍をすることにより、ファイルを元に戻すことができますが、非可逆圧縮は後でファイルを元に戻すことができません。画像ファイルのJPEGや動画ファイルのMPEGは非可逆圧縮です。ここで扱うlzhファイルは可逆圧縮です。
次の項目について学習することにしましょう。
（１）圧縮の意義
（２）圧縮ファイルのいろいろ
（３）圧縮・解凍ソフトのいろいろ
（４）+Lhacaの使い方
※参考
PIONEER R&D 技術解説MPEG　http://www.pioneer.co.jp/crdl/tech/index.html
実習方法
1. +Lhacaをインストールして、実際に圧縮と解凍を行う。
(1) ファイル”file1”を圧縮し、”assyuku1.lzh”という名前のファイルを作る。
”file1”のファイルサイズ



bytes

”assyuku1.lzh”のファイルサイズ



bytes

圧縮率



％
(2) ”assyuku1.lzh”を解凍する。
解凍する前に”file1”の名前を”file1.org”に変えておくこと。
解凍後にできた”file1”と”file1.org”を比較する。
(3) フォルダ”dir1”を圧縮して、”assyuku2.lzh”という名前のファイルを作る。
”dir1”のファイルサイズ（合計）



bytes

”assyuku2.lzh”のファイルサイズ



bytes

圧縮率



％
(4) ”assyuku2.lzh”を解凍する。
解凍する前に”dir1”の名前を”dir1.org”に変えておくこと。
解凍後にできた”dir1”と”dir1.org”を比較する。
2. 圧縮と解凍について気が付いてことを報告書にまとめなさい。

※参考

窓の杜の圧縮ツール　http://www.forest.impress.co.jp/lib/arc/archive/archiver/
Vectorのユーティリティカテゴリ
　http://www.vector.co.jp/vpack/filearea/win/util/arc/
報告書
1. 実習の（１）と（３）のファイルサイズと圧縮率を計算しなさい。
	


2. ”file1”の名前を”file1.org”に、”dir1”の名前を”dir1.org”に変えた理由を述べなさい。
	


3. なぜ圧縮が必要なのか説明しなさい。
	


4. 圧縮の仕組みについて調べて、説明しなさい。
	


確認テスト
問題

圧縮・解凍の意義を３つあげなさい。
	· 電送量の軽減（１．貴重なネット資源の節約、２．受け手への配慮）
· 自分のハードウェア資源の節約（１．バックアップハードディスクの節約、２．バックアップ時間の節約）
· データの保護


問題

次の文章を読み、〔

〕内に適当な語句をいれなさい。
データ圧縮の原理は「aaaabbcccdddddgggaaa」いう20個のデータがあったとすると、〔a4b2c3d5g3a3〕というように、同じデータがどれだけ続くかを数で表現するといったものです。圧縮ファイルにはいろんな方式がありますが、日本では〔ＬＺＨ〕という方式が一般的です。インターネット上では〔ＺＩＰ〕方式が広く使われており、どの形式で圧縮されているかは、ファイルの拡張子をみればわかります。ZIP形式とLZH形式を解凍するフリーソフトに「Ｌｈａｓａ（ラサ）」があります。LZH・ZIP形式の圧縮ファイルを、「Lhasa」のアイコンに〔ドラッグ＆ドロップ〕したりダブルクリックするだけで素早く解凍できるため多くの人が利用しています。

自己評価シート
あてはまるものにチェックを入れなさい。（自分が何について理解し、できるようになったかを振り返るものです。正直に答えること）
	圧縮・解凍の必要性を理解できた。
	

	圧縮・解凍がどんな場面で使用されるか説明できた。
	

	圧縮・解凍のしくみを理解できた。
	

	圧縮・解凍の仕組みを人に説明できた。
	

	ディスクトップ上にあるファイルを圧縮できた。
	

	ディスクトップ上にあるファイルを解凍できた。
	

	任意の場所にあるファイルをフォルダごと圧縮できた。
	

	圧縮されたファイルを見て、一部を解凍することができた。
	

	自己解凍ファイルを作成することができた。
	

	大きなファイルを分割圧縮することができた。
	


評価
	評価の観点
	評価規準
	評価の方法
	得点

	関心･意欲･態度
	圧縮・解凍の必要性と、その意義について調べようとしている。
	自己評価から
	

	
	圧縮の形式と圧縮・解凍ソフトにはどのようなものがあるか調べようとしている。
	自己評価から
	

	思考･判断
	データの圧縮のしくみを理解した上で、適切な圧縮・解凍ソフトを選択することができる。
	報告書から
	

	
	データを利用する相手の環境や立場を理解した上で、圧縮・解凍の方法を選択することができる。
	報告書から
	

	技能･表現
	データの圧縮の必要性を理解した上で、適切なデータの圧縮・解凍を行うことができる。
	実習から
	

	
	複数の圧縮・解凍ソフトの中から、自分の使用目的にあったソフトを選び、操作することができる。
	実習から
	

	知識･理解
	圧縮・解凍のしくみについて理解し、データ圧縮の意義を述べることができる。
	確認テストから
	

	
	大量の情報を送付するときには、受け手やネットワークの負荷を考慮しなければならないことを理解している。
	確認テストから
	


